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● 精度よく計測するには
　今回は写真1に示すAnalog Discoveryのキャリ
ブレーション方法を解説します．
　キャリブレーション（校正）とは使用する計測器と
確度の高い基準計測器の測定値を比較し，調整や確
認を行う作業のことです．
　Analog Discoveryには高精度の抵抗やデバイス
が使用されているので，買ってきてすぐに使い始め
ても，数%以上の大きな誤差が生じることはまずあ
りませんが，さらに精度よく使うためにマメにキャ
リブレーションを行うようにしましょう． 〈編集部〉

基準測定器と
アプリケーション・ソフトウェアを準備
　確度の高い基準計測器を完備している会社や研究所
に自分のAnalog Discoveryに持ち込むと，キャリブ
レーションを行うことができます．
● 直流電圧計
　校正には誤差0.1 %以下の高精度の直流ディジタル
電圧計を利用します．この直流電圧計を使って発振器
と電源を校正します．分析部は校正済みのAnalog 
Discoveryの発振器W1出力を使って校正します．
● 計測や校正をコントロールするアプリケーション・
ソフトウェア「WaveForm」
　Analog Discoveryはコントロール・ソフトウェア
Waveformsの校正機能を使用します．WaveFormsは
無料です．Digilent社のホームページから自由にダウ
ンロードできます．
https://reference.digilentinc.com/reference/
software/waveforms/waveforms-3/start
　図1に示すように旧タイプのAnalog Discoveryも
サポートされています．ソフトウェア起動時に新旧を
自動判別し，電源の設定画面だけが異なります．
Windowsだけでなく，Mac OS X/Linux版もあります．
　図2がWaveFormsを起動したときの表示です．計
測機能がすべて表示され，解りやすくなっています．
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　インピーダンス計測機能が最近追加されました．
WaveFormsは比較的頻繁にバージョンアップされて
います．ここではVersion3.8.2を使っています．

【セミナ案内】実習・Androidではじめるネットワーク＆センサ・アプリ超入門［ネット&
組み込み開発シリーズ1］──センシング，カメラ・アプリの製作からネット接続アプリ
製作まで【講師】山際 伸一 氏，10/28（日） 25,000円（税込み） https://seminar.cqpub.co.jp/

（a）新旧Analog Discovery

（b）Analog Discoveryと専用のアダプタを接続してケースに
　　組み込んだところ
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写真1　オシロスコープ，発振器，ネットワーク・アナライザ，
スペクトラム・アナライザなどの機能をもつUBSマルチ測定器
Analog Discovery
Analog Discovery2は緑色シースルーのケースになり，内部で緑色LED
が点滅する．（b）のように直流電源や出力増幅器と一緒にケースに組み
込むと発振器の出力範囲や電源電圧の範囲などが拡張される．本稿では
Analog Discoveryのキャリブレーション方法を紹介する
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